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画像検査の被爆について

QQ 被爆があるのは何の検査？
Aレントゲン、透視、マンモグラフィー、CT、
血管造影、核医学検査を受けていただく際は
わずかですが被爆があります。

QQ そもそも被爆ってどういうこと？
Aレントゲン、透視、マンモグラフィー、CT、
血管造影では X 線という放射線が体を通過
した時に得られる情報で画像を作っています。
また、核医学検査では放射性物質を注射した
際の身体の中での分布を画像にしています。
体に放射線が当たると、体を構成する原子や
分子から電子が放出され、それが DNA を傷つ
けます。すると細胞が死んでしまい、脱毛や
皮膚炎や粘膜障害をおこします。
また、放射線が当たった細胞が死なずに DNA 
修復を行った場合にエラーが起きると、まれ
にがんや白血病を起こすと考えられています。
ただし、このような影響があるとわかってい
るのは、原子爆弾のような一度に多量の被爆
をした場合についてのみです。

QQ 被爆の量はどのくらい？
A体格や何方向撮影するかによりますが、実
効線量と呼ばれる単位で表して、CT で多くて
30mSv、胸部 X 線で 0.06mSv、胃透視で 3mSv、
マンモグラフィーで 2mSv、歯科レントゲンで
10μSv、核医学検査で 15mSv、血管造影で（検
査時間に左右されますが）100mSv 程度まで
です。ただ放射線は自然界にも存在しており、
日常生活の中でも被爆はあります。日本で 1
年間の日常生活の中で受ける放射線の線量は

平均 2.1mSvと言われています。

QQ 子供と大人で被爆による影響は違う
の？
A子供の方が放射線感受性が高いことが知ら
れており、検査のリスクについても、できる
だけ低く抑えることが大切です。子供を検査
する場合は、放射線の照射条件を調整し、線
量を低減する取り組みが行われています。

QQ 被爆による悪い影響があるなら検査
しないほうがいい？
A画像検査で受けるような少量の放射線によ
る影響については様々な結果が報告されてお
り、科学的に明らかにされていません。
仮にがんが増えたとしても、そのリスクは他
の要因（喫煙、食事、ウイルス、環境汚染物質、
遺伝など）によるがんリスクと比べてかなり
小さいと見積もられています。　　　　
個人の健康を総合的に考えると、検査結果を
元に医師が適切な医療行為をすることのメ
リットの方が大きくなると考えられます。リ
スクだけにとらわれることなく、心配な場合
はその検査の必要性を医師に確認した上で、
必要な検査は受けるべきと考えます。
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